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第5表　健康者皮膚に於ける色素拡散
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4・2b・lj3・？－3●97
5●7・∴（J）一声．9‥・3。8出、4●鴇，
．i7・28．．0＝＝5．（l
）7ニ、（鼻）6・14。さ
‾　　　　　t
4。2（l）
七．o
7．（1）云
！
■
凄－6　賛　辞∴。（l）
犬剛強糸状虫抽出液とヒアルロ土ダ十ゼ溶液との比較
＿ノノニ三l；こ．三二三
（賓駿材料及方法・，）二二三‡二三二三ご三
（－，－｝）
前御こ享り象兎皮膚及び陰憂に軌＼て芦素塔敢及び
球菌による炎衝発生に及ぼす影響tを糸状虫抽出液の
。げガ30■‘0－　　2●　3　　ん　　5　　‘　　　2▲St
一糸状虫感染者　　川－■一億演者
場合と比較した●
ヲイラリア痘に放ける丹壷様無塵廃止廃する実験的顧尭　　　　　　　　り出
賛　駿　成　頼
家兎皮内に於けるヒアルロゴダーゼ溶液による色
素膨疹ほ速かに消失し色素ほ注射直後より速かに拡
散してその速度ほ大体－1時間以内が速かで喝散曲線
ほ急坂をなしその後Ⅰ軍拡敬遠度が滅少し緩やかな曲
線となる．色素ほ犠足様に或は島嶋様を呈して清澄
な拡散が見られるが糸状虫抽出液の場合は浮腫を座
ふことが特徴て膨疹を中心1として漸次浮踵が増大し
色素ほ之に乗って鰐敬する憤向を京し拡散速度は初
めほ緩やかで拡散効果は遅発性である・しかも浮踵
圏外には包東の拡散が見られない．‾セアルロ・ニダ」
ゼ溶液に球筒浮滞液を混合したものでは陰蛮皮内注
射による炎衝発生に及ぼす彪響は糸状虫抽出液の場
合．と仝・く異なり軌、炎衝発生ほ見らわない．
（第6表，第5図）・
（第五図）　　　平均値
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．J
0　5′10′一S■20■2S′3叫0。∽・細．吋1Z0・－8d2相300l3Jげ：舶L
－ヒアルpニダ←ゼ液
・－・一犬剛強糸状虫抽出液
線　括
1）豪兎皮膚に於ける犬剛強糸状虫抽出液の
色素拡散度及び球菌感染に際しての炎衝発生
に及ぼす影響を観察し文，及び細上氏の報告
と一致する成績を得た．即ち糸状虫抽出液は
豪兎皮膚に於て著明な色素拡散作用を示し叉
豪兎陰嚢に球菌浮静液との混合液を注射する
ことにより球菌浮静液又は糸状虫の抽出液の
各々の単独注射時の場合に此して著明に強い
急性炎衝の発生するのを認めた．
2）フィラリア仔虫陽性患者尿を濃縮し同様
の実験を行ふと患者尿にも同様の色素拡散促
進因子及び催炎因子のあることを知った●
’’弟6‾＿表＿DF．羊‥　と扇yau10nidare‥どり旦較。
Ⅲ　l平　　均
家　兎
番　号 ⅠⅠ
1．21．21●2l。3　卜3　h3　」．2　1●2
注　射
直．後
．5分．・・2．6】：5、3・0】．4　2．01・4　2．5　－1．4
10分－　3。0】．55．】h64．7！－・ち　4．2r l。5
：5分　ニ1・3－．5Ⅰ．75．71。75。3，】．プ，4・．8．．1．7
‾、．
20分　　‾3．7l．9　6・21．85．81。8、5。2　∫1．8
2畠分　　4．02．．1－6・針2．‖6．22．0　5。7、2●0
人　　　‾
30分　　4一－Ⅰ2・37．72．26．92．】6．2　2こ2
40分　　4．32。4　7。92。3　7．4
50分　　4．4　4。6　8．2　2．5　7．9
′
60分ニ　4．52・78‘42・78。2
2．3
写．・4
写・＿6
6．5
6．8
7　0
2．3
2．5
2．6
90分　　4．7・2．9－8．62198．5　2．‾7．7。2　．2．8
120分‾‥　4．計3．3j，8，8。3●38．′73．17．41∴3．2
Ⅰ50分
3時間
4時間
5時間
6時間
24時間　7●i14●413．422・O12う19。711・1】8．7
（左）∴ヒアルロニダーセ液（1cc申500単位）0●1cc＋
エバンス青0．Icc
（右）．．．犬剛強糸状虫抽出液（1。％）0。Ice＋エバンス
青0．1∝
及　考　案
3）患者血清には前述の如き拡散促進因子又
は催炎因子は趣く軽微か又は殆んど認められ
なかった．
4）患者皮内に0．5％ェバンス青溶液を注射
しその拡散の経過を健康者と比較すると患者
皮膚に於ては精々拡散速度が大である．
5）糸状虫抽出液による色素拡散の経過を観
察するとヒアルロ＿ニダーゼ溶液の場合とは種
々の点に相違が見られる．
ヒアルロニダーゼに有りては注射により出来
た色素膨疹は速やかに扁平となり拡散は注射
後短時間内に速かに起少蟻足様に不規則に時
的4　　　　　　　　　　　　．由　　　　　、韓
には島嶋様に色素斑が出現し連がに鉱敬する
が概ね1時間一3時間潜在準する一とぞの速度
が緩やかとなり一対照、とむ面（－）積比が漸次少と，な
って来る。後者にあ・少ては膨痙は廟次増大′ら
て浮腫様の腫脹となり色素は之隼乗（，■】l）わて鞍敬
する傾向を示し浮腫の圏外隼古ま（一）色素（l
）P拡敵を
見なレ㌧又拡翠の津度（I
）は．3時間後ませは膚ヤ
かで3時間γ24時間に至（ー）って急襲に転敬する
即ち拡散作用が遅発性セある．享球菌密漁務と
の混入注射時に於て範・七ア九ア≒グ「ゼでは
強い炎衡性発赤，腫脹は見られない●（コ
）即ち抽田
液の色素拡散作用¢特茸は必ず浮腫（士
）を轍嘩
発性であることが特徴である・madinav≒叫a
等は睾丸抽出液では紛1時間たて扱散度の遠
かに滅するか，この第」顔中拡散磨かが酵素
作用によるもので大体ぞの歩数効果接合まれ
たヒアルロニダーゼ畳陀平行す（？
）るもめであ’らr
以上の実験により感染せる球菌は糸状虫虫
体物資富の協同作用によつ七強い急性炎衛を
起すと主、如嶺像され∴夷盛唐の旗中正も伺⊥
物質が緋鯉され七ゐ。る－と考べる∴直音皮膚に
於ては優駿者に比し七色素拡散傾向の克進し
てゐをことは患者倖円に於て糸状虫虫体物質
り作用に’より塵体粗描鱒変調を爽し球菌等の
破鐘人性，感鍵性め東海し七ゐ，ること車物語
る・も？主云入ろ。又糸状虫虫体物質に：よる色
素拡散の琴担が箪．アノしキラダー車瘍合とそ
り趣，き考異隼，し，殊に嘩帯革染に際しての蜂
常織炎様反応や発生は奉状虫虫体物質の場合
のみに見られる現象であ＿る・以上の実験成績
から見ても糸状虫虫体物質による粗い蜂裔絨
炎様変化の発年の原因を侵入した球菌の拡散
現象のみに求めんとすることは不合理で他に
何か催炎性の因子を考へきるを毎ない・
うと述べてゐる・
1
潤筆に臨み終始御恕篤な緋旨（1）撃と御校閲め労をとられた北村教授片峰助教軌こ深甚な謝意を表す・
備本研究は昭和27年度文部省料学研究費補助金の一部に依ったもので此処に記して謝意を表す．
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